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 つぎに、同様の介助動作を介助経験のない 20 代男女 35 名に 10 回繰り返させ同様の測定項目に加え被介助者との
体格比、運動イメージ統御テスト値（CMI）など個人特性値も加えて介助動作スキルを構成する成分抽出を行い、「動
作の巧さ」、「介助者が身体的負担を軽減するための技術力」を導出した。習熟過程に寄与する項目についてはマルチ
レベル分析を行い、試行回数、被介助者との体重比、CMI 点数、介助初めの動作ベクトル方向等との関連を見出した。 
 動作習熟過程で課題動作が簡単すぎるなどの理由で正しくない運動プログラムを脳内に記憶するとその後その動
作を繰り返す可能性が高いこと、被介助者の動作軌道だけ考えて介助動作を行っている場合は介助者軌道に無理が見
られることなどを明らかにし、筋骨格系障害罹患を予防する動作を憶える為には介助者よりも重い被介助者で介助練
習を行わせることが効果的であることが示唆された。 
 以上のように本研究は今後の動作習熟過程解析に新たな定量的評価指標と数理的な根拠を与えた点で、博士（保健
学）の学位授与に値するものである。 
